
滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

  

主な事業概要 次世代のための成長産業創出プロジェクト 

商工観光労働部 

       商工政策課(内3712) 

       モノづくり振興課(内3794) 

【予算額 39百万円】 

 
新たなIoT製品 
・サービスの創出 

 

新 IoT活用イノベーション創出支援
事業（補助金） 

     ［商工政策課：37.4百万円］ 

◎イノベーションを促進するため、IoTを 
活用した取組へ補助 

 ・補助率2/3 
 ・上限1,000万円 

IoT関連企業 

情報通信企業 
情報処理企業 
センサー企業 
ロボット企業 

 3Dものづくり企業 等 

新たなIoTサービス・製品のアイデア 

製造 etc. 農業 医療・健康・福祉 観光 

オープンデータ 
ビッグデータ 

データ 
活用 

しがIoT推進ネットワーク（仮称） 

産学官連携推進事業 

新 IoTイノベーション創出推進事業（ネットワーク形成）［モノづくり振興課：1.1百万円］ 

大 

学 

技術支援 

地 

域 

金
融
機
関 

金融支援 ◎IoT利活用にかかる最新
情報の提供 

 

 

◎交流・出会いの場の提供 

IoTによるイノベーションの推進 

新ビジネスの創出や地域課題の解決等に資する新たなIoT製品・サービスの創出と 

事業化を目指し、IoTの利活用に係る最新情報や交流・出会いの場の提供、IoT 

プロジェクトの構築等を進めるとともに、本県経済を牽引すると見込まれる効果の高いプロジェクトに対し資金面から支援を行う。 

目的 

産
業
支
援
機
関 

行
政 

フィールド提供 

コーディネート・事業化支援 

プロジェクトチーム結成 

解決策・シーズ 
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課題・ニーズ（現場へのIoT導入) 

http://2.bp.blogspot.com/-sGec_su9wSg/U7O61I-cqpI/AAAAAAAAiTk/eBb1Vbh3TRc/s800/setsumeikai_seminar.png
http://4.bp.blogspot.com/-iQ7CUthzPg8/UdYhKuwNgrI/AAAAAAAAV5k/o0tEGbK-PwI/s594/tatemono_koujou.png
http://1.bp.blogspot.com/-LSCklp2fqOI/Vkcaeten8KI/AAAAAAAA0cM/r_CPwIofBVQ/s800/dai_byouin2.png
http://4.bp.blogspot.com/-hFPW0mBZmmc/VahRnOxORiI/AAAAAAAAvts/4jSkQW2t5k0/s800/medical_bed_koshikake.png
http://1.bp.blogspot.com/-Vqx_GBZEyIE/VIhPDsx6eQI/AAAAAAAAplo/3rbNVK3TVAI/s800/landmark_itsukushima_torii.png
http://1.bp.blogspot.com/-pwYQZYc6tWs/VwoG49A4AHI/AAAAAAAA5ns/_mZdwhTeBvI9MhbPPAf_j7iJVlNSB0w3w/s800/kankou_asia_family.png
http://1.bp.blogspot.com/-bR6e3PAlNb0/Vt_t1sOldOI/AAAAAAAA4pQ/-nYO33Mbjl8/s800/business_katakumi.png
http://1.bp.blogspot.com/-bR6e3PAlNb0/Vt_t1sOldOI/AAAAAAAA4pQ/-nYO33Mbjl8/s800/business_katakumi.png
http://1.bp.blogspot.com/-dYt7QMDrXA0/VnE3zrIbeNI/AAAAAAAA15Q/Cyvt9x8PkcY/s800/meishikoukan_ojisan.png


滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

滋賀で働く優秀な人材の確保 
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主な事業概要 産業人材育成・確保プロジェクト 

商工観光労働部  

    労働雇用政策課(内3759) 

【予算額 27百万円】 

産業人材育成･確保のグッドジョブ  プロジェクト事業 

インターンシップを通じ、県内外の学生の職業観等を醸成し、県内企業等への理解を深めるとともに、県内の魅力ある企業情報を発信することにより、県内企業
や農業法人への就職者の増加やミスマッチの防止を図り、次代を担う人材を育成・確保する。 

１ 目  的 

２ 事業概要 

受入企業の開拓・ 
コンサルティング 

企業訪問やセミナーの開催により受入企業を開拓するとともに、必要に応じて、受入企業に対する
インターンシップの実施体制やプログラムの構築などのコンサルティングを実施 

事前交流会 インターンシップにおける適切なマッチングを図るため、学生と企業との事前交流会を開催 

事前・事後研修 

 
参加学生に対し、ビジネスマナー等の「事前研修会」を実施するとともに、インターンシップで学んだ
事項等を振り返り、成果報告会に向けた準備等を行う「事後研修会」を実施 

成果報告会 参加学生の報告を受けてインターンシップの成果を関係者が共有するための報告会を開催 

１． インターンシップの普及・拡大 

・人材採用に関して様々な悩みを持つ県内企業等に対して、採用活動に 

 必要なアドバイスを実施 

 
滋賀 

インターンシップ 

推進協議会 

 

 

 

 

構成メンバー 

・大学 ・経済団体 

・金融機関 ・農業団体 

・労働団体 ・行政機関 

２．企業の採用活動に関する相談 ３．県内企業等の魅力発信 

・企業PR冊子の制作 
・企業情報サイト「WORKしが」による情報発信 

夏季（８～９月頃）および春季（２月頃）に５日間以上のインターンシップを実施 

 ➢ ２０企業に対し、学生５０名の参加 

・平成28年度に設立した滋賀インターンシップ推進協議会において意見交換を行い、学生、企業双方にとって魅力ある県域のインターンシップを実施 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

女性の活躍推進 
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主な事業概要 働く力・稼ぐ力向上プロジェクト 

商工観光労働部 女性活躍推進課(内3770) 

【予算額 59百万円】 

滋賀マザーズジョブステーション（MJS）事業 

出産や子育てによる離職後、再就職を希望する女性などを対象に、就労にいたるまで 
の個別相談やアドバイス、保育所等の情報の提供、無料託児の実施、求人情報の提供 
や職業紹介などをワンストップで実施し、一貫した就労支援を実施。 
平成29年度は、近江八幡と草津の２拠点に加え、長浜市内に所在する子育て支援団体 
と連携し、湖北地域の就労支援を強化。 

女性の多様な働き方普及事業 

育児や介護、地理的条件などの理由により、
外で働くことが困難な女性を対象に新しい 
働き方を提案。 

・在宅ワーク入門セミナー 
・在宅ワークスタートアップセミナー 
・ミニマッチング交流会 

MJS 
出張相談 

MJS 
近江八幡 

MJS 
草津駅前 

MJS近江八幡 
 
 
 
 
 

県立男女共同参画センター内 

MJS草津駅前 
 
 
 
 
 

ガーデンシティ草津 ３階 

MJS出張相談 
 
 
 
 
 

子育て応援カフェLOCO 

在  宅
ワーク 

平成29年春開始 

在  宅
ワーク 

在  宅
ワーク 

H26 南部の拠点設置 H29 湖北地域への展開 H23 県内初の拠点設置 

MJS利用状況の推移（相談件数） 

仕事と生活の両立支援事業 

ワーク・ライフ・バランスの推進、男性の家事 
育児参画による女性が働きやすい環境づくり。 

・滋賀のイクボス養成講座 
・滋賀のパパママパートナーシップ 
 応援プロジェクト 

【関連事業】 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

しがの林業成長産業化に向けた取組の推進 
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主な事業概要 「山～里～湖」農山漁村つながりプロジェクト 

【予算額 221百万円】 

琵琶湖環境部 森林政策課(内3914)    

          森林保全課(内3914) 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

新しいエネルギー社会づくりの推進 
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主な事業概要 滋賀エネルギーイノベーションプロジェクト 

県民生活部 エネルギー政策課(内3090) 

【予算額 2,643百万円】 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

健康寿命延伸事業 
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主な事業概要 高齢者の社会参加・健康長寿実現プロジェクト 

健康医療福祉部 

 健康医療課   (内3615) 

 医療福祉推進課(内3521) 

【予算額 3.1百万円】 

健康寿命延伸 在宅療養体制 

社会参加促進 
安心していきいき暮らせる 

ひとづくり・まちづくり 

○安心していきいき暮らせる地域社会づくりのため、「社会参加促進」、「健康寿命延伸」、「在宅療養体制整備」の各施策を一体的に推進 

 
 
 

滋賀県健康いきいき２１ 
地域・職域連携推進会議 

市町・ 
地区組織 

 大学等 

     民間事業者・NPO等 

滋賀労働局・ 
産業保健総合支援センター 

・事業主への働きかけ 
・独自調査、データ収集 等 

・人材（産業保健専門職等）の充足状況把握 
・人材バンク等紹介制度の創設 等 

・住民ニーズの把握 
・地域活動の促進    等      

・調査、研究（データ解析） 
・研究成果の活用 等 

・アイデア（楽しさ）提供 
・イベント開催 等 

医療関係団体 

・専門的見地からの 
 意見 等 

   経済団体・保険者 

【プラットホーム】 

連 
携 

追
加 

追
加 

追
加 

各
圏
域
会
議 

 １．地域職域連携推進会議の充実強化  
  ①ワーキング部会の設置 
   事業所の具体的取組の把握、成果・課題 
   の検証、好事例の収集 
  ②ワークショップの開催 
   事業主や産業保健専門職を対象とした情  
   報交換・好事例の発信の機会（横展開） 
 

 ２． 優良事例表彰 
   ・H28「企業部門」新設 
   ・経済団体、保険者との連携により広く募集 
   ・優良事例の表彰と発信 
 

 ３． ヘルスケアポイント事業の検討 
   ・民間事業者の協力を得て、魅力ある事業 
   構築を図る 
   ・従業員の健康づくりの取組が推進される 
   仕組みづくり 

企業の健康経営推進の視点 
※課題・・・健康づくりに対する意識、実践者は、30～40歳代の割合が60歳代に比べて低い 

健康寿命延伸事業の推進 ～働き盛り世代への取組強化～ 
健康寿命延伸 
取組重点項目 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

滋賀らしい健康創生 

  

主な事業概要 高齢者の社会参加・健康長寿実現プロジェクト 

【病院事業庁】経営管理課（077-582-5299） 
・成人病ｾﾝﾀｰ（077-582-3155）・精神医療ｾﾝﾀｰ（077-567-5001）
【健康医療福祉部】医療保険課（内3570） 

【予算額 50百万円】 

  

 

 

      
     地域展開モデルの構築 

                     
 地域健康創生人材育成事業（成人病センター）          13,516千円、  成人期発達障害デイケア（精神医療センター）6,500千円 

 健康寿命延伸のためのデータ活用事業（医療保険課）2,185千円、  医療保険者保健事業推進事業（医療保険課）1,700千円 

（機器改良提案） 

    健康創生検討会議（経営管理課） 1,000千円                 

地域介護予防対策 
新たな知見 

人材育成 

こころの健康の研究 

大 
学 
等 

専門 
機関 

技術的支援 
こころの健康状態の可視化等の成果を活用した
施策展開のための研究 

（将来的）医療・介護機器 

改良等による産業振興 

機器改良等ニーズ把握・提案等 

 ○高齢者の健康維持増進による自立を図り、活力ある地域を築く 

 ○全県において取り組みが可能となる健康創生のモデル構築事業としての取組 
2 
0 
2 
5 
年 
問 
題 
へ 
の 
対 
応 
  
高 
齢 
者 
生 
活 
習 
慣 
病 
等 
 
脳 
梗 
塞 
・ 
心 
筋 
梗 
塞 
・ 
認 
知 
症 
 
が 
10 
年 
後 
に 
1.4 
倍 
に 

（
 

2 
0 
2 
5 
年 
問 
題 
の 
ク 
リ 
ア 
と 
医 
療 
経 
済 
崩 
壊 
の 
防 
止 
・ 
高 
齢 
者 
自 
立 
に 
よ 
る 
労 
働 
力 
確 
保 
等 

民間企業 

（
 

技
術
的
支
援 

県関係機関等 
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「こころの健康を科学・検証する」事業（経営管理課）      

                               10,000千円 

健康創生地域展開推進事業（経営管理課）15,000千円 

地域展開支援 

健康創生県民実践事業 

運営事務費 
（経営管理課） 400千円                 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

農林水産業の人材確保・育成 
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主な事業概要 「山～里～湖」農山漁村つながりプロジェクト 

【予算額 30百万円】 

琵琶湖環境部 森林政策課(内3914) 

農政水産部   農業経営課(内3845) 

          水産課(内3878) 

 

現状と課題 

○(新)女性の力を活かしたアグリビジネス創出事業（6,090千円） 

・民間団体と協働し、女性農業者のアグリビジネス創出を支援 
（ｱｸﾞﾘｶﾌｪ、ﾋﾞｼﾞﾈｽ体験、経営力向上研修の開催等） 

 

○林業人材育成システム構築事業  （5,648千円） 
・川上から川中、川下までの新メニューを加えたトータル的な取組 

（森林施業プランナーから素材生産および木材加工流通に至るまで  

 の専門技術者の育成） 

○しがの漁業担い手確保事業（8,400千円） 

・漁業の魅力・情報のＰＲ（リーフレットの作成・県外での漁業就業 
 支援フェア出展） 
・現場での体験研修・中期研修の実施 

農業 

•農業法人への就業を中心に毎年100人程度が就農 

•農林水産業の魅力を伝え、職業選択肢として関心を高
めるとともに、女性の活躍を推進することが必要 

•農業法人への就農者の３年後の定着率が65%と低い
ため、その向上が必要 

林業 

•川上から川中、川下に至る各段階にお
いて、林業・木材産業に関する専門的
知識をもった人材の確保・育成が必要 

水産業 

•新規就業者数が少なく、その確保・育成
には、就業に当たって短期の体験研修
を実施し、その後、本格的な研修を行う
など研修内容や体制の充実が必要 

○しがの農業経営塾開催事業（4,500千円） 

・滋賀県農業のトップランナー育成 

（経営ノウハウや組織運営法を体系的に学べる連続講座の開催、
そのフォローアップ活動） 

 

農
林
水
産
業
の
新
た
な
人
材
の
確
保
と
定
着
化
を
目
指
す 

 

主な事業 

○しがの農林水産業就業促進事業  （3,200千円） 
・若い世代の就業意欲の醸成、就業者の確保、先進農家での 
 農業体験の実施 
 （農業で働く！魅力発見フェア、就業フェア、農業体験の実施） 

○農業大学校の教育の充実（2,000千円） 

・農業大学校の教育カリキュラムの改善、教育内容の充実強化 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

環境こだわり農業のさらなる推進 
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主な事業概要 「山～里～湖」農山漁村つながりプロジェクト 

農政水産部 食のブランド推進課(内3895) 

【予算額 714百万円】 

環境こだわり農業 
さらなる 

生産拡大 

環境こだわり農産物の生産とあわせて地球温暖化
防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に
取り組む場合に支援 
 ①支援単価 3,000円～8,000円/10a 
 ②２つの取組まで支援（第１取組＋第２取組）   
 

 

 

 

 

 

 

環境こだわり農業支援事業     701,723千円

(環境保全型農業直接支払交付金664,740千円) 

環境こだわり米 
 

50%（H30) 

深化 

環境こだわり農業の深化に向け、有機農業等を含
めた新たな推進方策の検討、および有機農業等
の栽培技術の体系化を行う。 
 ①有機農業等を含めた環境こだわり農業のブ    
   ランド力向上方策の検討 
 ②有機農業等の新たな表示の検討 
 ③有機農業等の水稲栽培技術の実証・体系化 
 ④有機農業実践モデル経営体経営革新促進 

新 環境こだわり農業の深化プロジェクト事業 

                      2,500千円 

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト 

 

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
深
化 

H31～ 

環境こだわり農産物のブランド力向上・消費拡大 

流通・販売促進 

滋賀県の環境こだわり農業の取組が日本一
の取組で、生産者が琵琶湖のために努力して
いることを全国に発信 
 ①環境こだわり農業の情報を農産物と一緒 
   に届ける 
 ②「日本一!!環境こだわり米」キャンペーン 
 

新 「日本一の環境こだわり農業」発信事業  

                    9,343千円 

○環境保全型農業直接支払取組面積 全国１位     

   (全国の取組面積の２０．５％：H27） 
 

○環境こだわり米作付比率４５％（H28） 

 より安全で安心な農産物を消費者に供給するとともに、琵琶湖等の環境を保全するた
め、環境こだわり米の作付面積割合(H28：45%)をH30に50%に拡大する。 
 この達成に向けて環境保全型農業直接支払交付金を活用した生産拡大を進めるとと
もに、日本一の取組であることを全国に発信しブランド力向上・消費拡大を図る。 
 さらに、有機農業等を含めた新たな推進方策の検討、および有機農業等の栽培技術
の体系化を行い、環境こだわり農業の深化を目指す。 

全量が環境こだわり米
である｢みずかがみ｣を
近江米ブランドをけん
引する品種に育てる。 
・産地づくり支援 
・プレミアム集荷の支 
 援 
・テレビＣＭ放映 

【関連事業】 

みんなが育てる「み
ずかがみ」ブランド
支援事業              

          15,414千円 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

平成36年の国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の開催に向け、県立彦根総合運動場を都市公園 
 （主な施設：第１種・第３種陸上競技場、庭球場）として整備する。 

平成28年度に引き続いて公園整備実施設計および第1種陸上競技場建築
基本設計を進めるとともに、第１種陸上競技場の建築実施設計に着手する。
公園整備に必要な事業用地の確保、野球場を除く現有施設の解体、これに
関連する調査業務を着実に進める。 

ｲﾒｰｼﾞ(案):ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場 

～平成29年度事業～ 

公園整備スケジュール 

公園等整備
　（基盤工事、地盤対策工事）

　（第3種陸上競技場）

　（緑の広場、エントランス広場、
　交流広場、第1種外構など）

　（庭球場）

建築施設計画設計
　（第1種陸上競技場）

建築施設工事
　（第1種陸上競技場）

都市公園設計計画
　（基本構想・基本計画）

　（公園設計）

公園敷地の拡張

既存施設解体
　（スポーツ会館、プール、庭球場）

　（陸上競技場）

　（その他工作物等）

平成３３年度
（３年前）

平成３４年度
（２年前）

平成３５年度
（１年前）

平成３６年度
（開催年）

平成３7年度
（1年後）

項目　╲　年度
平成２７年度
（９年前）

平成２８年度
（８年前）

平成２９年度
（７年前）

平成３０年度
（６年前）

平成３１年度
（５年前）

平成３２年度
（４年前）

供
用
開
始

→

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

第
２
４
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

第
７
９
回

国
民
体
育
大
会
開
催

基本設計 実施設計

基本設計条件検討

実施設計基本設計

イメージパース・鳥瞰図 
【公園整備基本設計】 

■施設整備水準 
 ○第１種陸上競技場：①ﾄﾗｯｸ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ400m×9ﾚｰﾝ、②収容人員 
  15,000人以上（ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞの固定席約7,000席と、芝生席を含 
  む。）③延べ床面積約23,000㎡、④ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞおよびﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 
  に屋根を設置、両ｽﾀﾝﾄﾞの屋根に照明設備 
 ○第３種陸上競技場：ﾄﾗｯｸ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ400m×8ﾚｰﾝ 
 ○庭球場：競技用砂入り人工芝ｺｰﾄ12面 
 ○野球場（存置、現有施設を継続使用） 
 ○駐車場：約1,100台 
■概算事業費 
 ○200億円程度の見込み 
 （今後の設計の過程でさらに精査） 

第１種陸上競技
場 

第３種陸上競技
場 

野球場 

庭球場 

①県民のスポーツ拠点 

②防災や賑わいなどの 
 多様な機能 

③周辺景観との調和 

公園整備の基本的な考え方 

主な事業概要 

【予算額1,122百万円】 （仮称）彦根総合運動公園整備事業 

「東京オリンピック・パラリンピックで滋賀を元気に！」 
                    プロジェクト 

県民生活部 スポーツ課(内3363) 

23 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

文化プログラムによる滋賀の文化の魅力発信 

        

24 

主な事業概要 
「東京オリンピック・パラリンピックで滋賀を元気に！」 
                    プロジェクト 

【予算額 790百万円】 

東京オリンピック・パラリンピックの開催効果を活かし、全国で展開さ
れる文化プログラムを本県文化の魅力を世界に向けて発信する好機と捉
え、関係機関との連携を図り、本県の文化力向上につなげる。 

事業の趣旨・目的 

主な事業・取組 

東京オリンピック・パラリンピック文化プログラム推進事業    ［8,958千円］ 

滋賀県芸術文化祭開催事業          ［22,380千円］ (創)地域の元気創造・暮らしアート事業   ［11,973千円］ 

(新)琵琶湖周航の歌記念事業            ［1,950千円］ 

(新)近江文化発見・発信事業            ［2,000千円］ 

 
○県、市町、文化・経済関係団体等により構成する 

 推進会議を設置し、文化プログラムを策定・推進。 

 

（仮称）滋賀文化プログラム 

新生美術館整備事業    ［689,768千円］   (新)みんなで創る美術館プロジェクト事業    ［14,237千円］ 

アール・ブリュットの魅力発信事業     ［4,500千円］ 

「戦国の近江」地域の魅力発信事業      ［600千円］ 

「彦根城」世界遺産登録推進事業           ［400千円］ 

(新)滋賀の美と祭りのこころを伝える人づくり事業  

                                                         ［1,150千円］ 

(新)文化財継承人づくりアクティブ・ラーニングモデル事
業                                                ［400千円］ 

(新)滋賀ならではの文化財保存継承検討プロジェクト事業    ［800千円］ 

(新)文化財を未来へつなぐ「びわこＭｙぶん祭」開催事
業                                                 ［400千円］ 

滋賀の文化の魅力を広く国内外に向けて発信す
ることにより来訪者が増えて交流が深まり、地域
の活性化等を促す取組を推進。 

子どもや若者の感性を高めるとともに、若手芸術
家・伝統芸能伝承者の育成や、伝統文化の継承
と発展等につなげる取組等を推進。 

アール・ブリュットを身近に感じる取組や、す
そ野を拡大する取組等を推進することにより
共生社会の実現に貢献。 

滋賀の文化の魅力発信 文化による共生社会の実現 滋賀の文化を担う次世代の育成 

アール・ブリュット振興事業           ［2,710千円］ 

障害者芸術・文化活動推進事業    ［28,000千円］ 

県民生活部 文化振興課(内3344) 

健康医療福祉部 障害福祉課(内3542) 

教育委員会事務局 文化財保護課(内4670) 



滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

 １．東京オリンピック・パラリンピックスポーツ交流創出事業【16.8百万円】 
 ○海外における事前合宿誘致のためのプロモーション活動等を展開【8,332千円】 ○スポーツ交流推進組織設立検討【459千円】 
 ○ホストタウンの取組効果を県域で発揮させるため、関係団体で組織するホストタウン滋賀交流推進実行委員会を通じて、   
  スポーツ・ 文化・食等幅広い分野にまたがる滋賀らしい交流事業を積み重ねる。【8,000千円】 
 
 
 
  
  
 
 

ホストタウンを活用した国際交流の推進、関西ＷＭＧ２０２１や国体 
・全国障害者スポーツ大会等ビッグイベントを契機とした地域活性化 
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主な事業概要 
「東京オリンピック・パラリンピックで滋賀を元気に！」 
                    プロジェクト 

県民生活部 スポーツ課(内3366) 文化振興課(内3344) 

【予算額1,706百万円】 

－目指す方向－ 

・2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催効果を滋賀に取り込むため、ホストタウン制度を活用した国際交流はじめ住民交流を創出するとともに、その後の関西
ＷＭＧ2021や本県での2024年国体・全国障害者スポーツ大会等ビッグイベントを活用した取組との相乗効果により、地域の活性化につなげる。 

－事業展開－ 

[デンマーク]      大津市 
 
 
 
70周年を迎える朝日レガッタとの
コラボレーション 
 

 
 

選手や市民交流の増加等
のホストタウン効果を他大
会の盛り上がりにつなげる。 

2020 
東京オリンピック・パラリンピック 

2021 
関西ワールドマスターズゲームズ 

2024 
国体・全国障害者スポーツ大会 

[ニュージーランド]   米原市 
 
 
 
ホッケーを中心にした教育活動
の展開 
 

 
 

[トルコ]           守山市 
 
 
 
ルシオールアートキッズフェスティバルで
の文化交流 
 

 

 
交流事業の展開と並行 
して、視察受入等による 
新たなホストタウン登録に 
向けた取組を継続的に 
実施する。 

平成29年度交流事業例 ■ 文化プログラム（オリパラ参画プログラム）やびわ湖アートフェスティバル等の関連・既存施策の活用と連携  

 琵琶湖を生かした 
 湖上スポーツ 
 （ボート） 

  地域に根付くレガ   
  シースポーツ 
  （ホッケー） 

 共生社会の実現に  
 向けたパラスポーツ 
（柔道、ゴールボール） 

○関西ワールドマスターズ2021開催事業【4,403千円】         ○国民体育大会・全国障害者スポーツ大会に向けた競技力向上対策事業【210,930千円】   
○関西ワールドマスターズ2021負担金【24,539千円】       ○県立の体育施設の計画的な整備・充実【312,515千円】 
○障害者スポーツ推進事業【4,777千円】               （うち、新県立体育館整備事業(49,106千円）、（新）プール整備支援事業（7,000千円）） 
○スポーツボランティア支援事業【1,316千円】                    ○（仮称）彦根総合運動公園整備事業【1,121,600千円】  
○ビワイチジョギング・サイクルツーリング支援事業【85千円】 
            
 

２．しがスポーツの魅力総合発信事業【8.6百万円】   
○本県ゆかりのﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ「しがスポーツ大使」と県民との交流推進事業【2,257千円】 
○本県を本拠地とする東レアローズやMIOなどのスポーツチームの試合を子どもたち
に生で観戦する機会を提供する「しがスポーツの子」事業【1,020千円】 
○スポーツ情報総合発信サイト「しがスポーツナビ！」の運営事業【5,300千円】 
 

ホストタウンを活用した国際交流の推進【25.4百万円】 

関西WMG2021、本県での国体・全国障害者スポーツ大会等ビッグイベントを活用した地域活性化【1,680.2百万円】 

http://1.bp.blogspot.com/-fYqfeE2IpiA/VnE2-MHxqQI/AAAAAAAA1v0/WDauMpKgQ_Y/s800/business_syucchou_woman.png
http://1.bp.blogspot.com/-8Kaj2HIhkqQ/VnE2_b4N5rI/AAAAAAAA1wA/m5CYgKO_2Kw/s800/business_syucchou_man.png


滋賀県 平成29年度当初予算案（資料編） 

人口減少地域・人口集積地域それぞれに対応した交通戦略 
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主な事業概要 交通まちづくりプロジェクト 

土木交通部 

  交通戦略課(内3680) 

【予算額 339百万円】 

人口減少、少子超高齢社会の到来による、地域公共交通に対する新たな課題の出現 

 人口減少と異次元の少子超高齢化 
  1966年（65歳以上人口が約10％） 
  2050年（65歳以上人口が約40％）の予測 
  人口の減少≒税収の減少 
→これまでのモデルでは対応できない時代が到来 
→県・市町・地域の協働による新たな枠組みを模索 

 「団塊の世代」の人々が75歳以上の後期高齢者となることにより起こる諸問題 “２０２５年問題”への対応が必要     

人口集積地域・・公共交通の活性化を図り、歩いて暮らせるまちづくりを目指して 

        ・・新たな課題に対する新たな枠組みの構築を目指して 
        ・・公共交通を守り、維持活性化を目指して         
人口減少地域 

○地域協働交通社会実験事業    (1,000千円） 

～新たな枠組みの構築～ 

～公共交通の維持活性化～ 

○地方バス路線運行維持対策事業  (225,578千円) 

○生活交通セーフティネット事業   (4,504千円） 

・市町や地域、交通事業者、県が連携・協働して、地域の交通に対する課題解決に向けた 

 新たな枠組みを模索・検討する社会実験を実施 （2地域を予定） 

・地方バス運行費補助・コミュニティバス・デマンドタクシー運行費補助、 

・車両減価償却費補助  

・交通不便地デマンド交通運行費補助 

・地域団体デマンド交通運行モデル事業費補助 

～コンパクト プラス ネットワークの構築～   

○大津湖南エリア地域交通活性化促進事業   (18,800千円） 

・大津湖南エリア地域公共交通活性化協議会での検討、    

・モビリティ・マネジメント等調査研究事業 

・公共交通活性化に向けたバス交通社会実験 

新 

新 

人々が集い・行き交う まちの拠点づくり 

鉄道駅等のバリアフリー化促進事業 

○鉄軌道関連施設整備費補助金   (88,622千円） 

・３，０００人以上の駅について 

・３，０００人未満駅のバリアフリー化促進 

⇒100％の整備率を目指す 
＊現在77.8%（35/45駅） 

⇒特に全線高架線の湖西線駅の整備の促進 

・内方線付点字ブロックの整備 
⇒10,000人以上の駅の100％の整備率を目指す 

～交通不便地・空白地域への対応～ 

連節バス ジョイント・ライナー 

○みんなで考える公共交通事業  (2,521千円) 

・「人口減少を見据えた公共交通のあり方検討協議会」での議論を踏まえ、公共交通に関する 

 条例の研究等を行う 
 

新 


